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■ 要  旨 ■ 

東京都の新海面処分場Cブロックにおいて、真空圧密を利用した粘性土層の減容化事業を実施した。対象とな

る粘性土層は、均質な在来粘土層とその上に処分した砂分を多く含む浚渫土層である。本減容化事業では事前予

測沈下量の90%以上の沈下量を目標として工事を実施しているが、浚渫土層の中に存在する中間砂層の堆積分布

を正確に把握し、沈下量の評価に反映する必要があった。そこで、本文ではドレーン打設時のマンドレル貫入抵抗

値から中間砂層の堆積分布を詳細に把握した。また、減容化のための圧密挙動に関しては、中間砂層を排水層と

みなした圧密理論と実際の沈下挙動を比較し、予測沈下計算方法が十分に適用できることを明らかにした。 

 

 

 

 

 

  

図－4 中間砂層の調査～判定～沈下管理フロー 

図－11 中間砂層の判定例 

 

 

土質調査

砂と粘土の区別

三成分コーン貫入試験 （中央部）

：先端抵抗qc、周面摩擦f、間隙水圧ｕ
RIコーン貫入試験（中央部）

：湿潤密度γt→間隙比e

(土粒子密度γｓ、飽和度Sr）

ドレーン打設（1.8m正方形配置）

：打設時の貫入油圧抵抗qcｄ

沈下予測計算

・時間ｔ～沈下ｓｔ
・最終沈下量ｓｆｔ

最終沈下量：Cc法、⊿ｅ法(砂層）

圧密速度： Carrillo（キャリロ）の方法

：鉛直排水 Ｔｅｒｚａｇｈｉ（テルツァーギ）の

一次元圧密近似解

：水平排水 Ｂａｒron(バロン）の近似解

実測沈下曲線

・沈下量ｓｍ(t)

負圧作用の停止基準

判定① ｓｍ(t)≧ｓｆｔ×Uｔ
判定② Uｍ≧Uｔ
停止基準：①あるいは②を満足すること

U： 平均圧密度、Uｔ＝90％

Uｍ：双曲線法で算定
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